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　 【 請 求 項 １ 】
　 ：
（ a） 　 ２ 本 の 圧 延 支 柱 （ １ １ ） を 有 す る 保 持 圧 延 ス タ ン ド （ １ ） 、
（ b） 　 圧 延 ス タ ン ド の 支 柱 間 に 重 ね て 配 置 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 作 業 ロ ー ル （ １ ２ 、
１ ２ ’ ） 、
（ c） 　 圧 下 部 （ ２ ２ ） の 流 入 部 と 流 出 部 と の 間 の 、 製 品 （ ２ ） と 両 ロ ー ル と が 接 触 す る
際 の ２ つ の 弧 （ ２ ０ 、 ２ ０ ’ ） に よ っ て 規 定 さ れ る 圧 下 部 （ ２ ２ ） 内 で 、 圧 延 操 作 中 の 製
品 （ ２ ） の 前 進 運 動 を 制 御 す る 手 段 （ １ ６ ） 、
（ d） 　 圧 延 ス タ ン ド （ １ ） お よ び 製 品 （ ２ ） の 機 械 特 性 お よ び 物 理 的 特 性 お よ び ロ ー ル
圧 下 部 中 の 金 属 の 流 動 状 態 に 依 存 し 距 離 （ １ ０ ） を
大 き く し 易 い ス タ ン ド の 種 々 の 部 材 の 降 伏 効 果 を 決 定 す る 圧 延 荷 重 を 作 業 ロ ー ル （ １ ２ 、
１ ２ ’ ） 間 に 加 所 定 の 厚 さ の 少 に 対 応 調 整 し 上
記 距 離 （ １ ０ ） を 維 持 す る 、 ロ ー ル お よ び 圧 延 ス タ ン ド 取 り 付 け
ら れ た 締 め 付 け 手 段 （ １ ７ ） 、
（ e） 　 数 学 的 モ デ ル と 組 み 合 わ せ た コ ン ピ ュ ー タ （ ４ ０ ） を 備 え 計 算 ユ ニ ッ ト （ ４ ）
で 制 御 さ れ る 、 締 め 付 け 手 段 調 段 （ ３ １ 、 ３ ２ ） 、

、
　 圧 延 操 作 中 、 圧 延 す る 製 品 （ ２ ） と な る 金 属 の 微 細 構 造 の 変 化 を 考 慮 し な が ら 、 数 学 的
モ デ ル （ ４ ０ ） と 組 み 合 わ せ た 計 算 ユ ニ ッ ト （ ４ ） が 、 各 パ ス （ ｘ ） の 前 に 、 該 当 の パ ス
（ ｘ ） に お い て 実 施 す る 変 形 に 対 応 す る 金 属 の 予 測 可 能 な 流 動 応 力 の 値 を 決 定 し 、 所 望 の
厚 さ の 縮 小 （ ex-1-ex） を 達 成 す る た め 加 え る 圧 延 荷 重 （ Ｆ ｘ ） が 、 流 動 応 力 お よ び 圧 延
中 の 前 記 流 動 応 力 の 変 化 に 予 測 さ れ た 値 に 従 っ て 、 各 パ ス 前 に 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す

延 方 法 。
　 【 請 求 項 ２ 】
　 圧 延 パ ス に 加 え る 圧 延 荷 重 （ Ｆ ｘ ） を 、 前 記 パ ス （ ｘ ） 中 の 金 属 の 圧 下 部 （ ２ ２ ） に 沿
っ た 、 流 動 応 力 の 予 測 可 能 な 変 数 を 考 慮 に 入 れ て 測 定 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ３ 】
　 流 動 応 力 の 予 測 可 能 な 変 数 を 考 慮 に 入 れ る た め 、 圧 下 部 を 、 そ れ ぞ れ が 圧 延 間 の 一 連 の
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ｐ 個 の 隣 接 す る 基 本 部 分 （ Ｍ １ ， Ｍ ２ ， ...Ｍ i， ...Ｍ p） ロ ー ル 間 の 製 品 の 前 進 運 動 の 基
本 長 さ に 対 応 し て 分 割 し 、 厚 さ （ ei-1） の 入 口 部 分 と 厚 さ （ ei） の 出 口 部 分 の 間 の 各 部 分
（ Ｍ i） に お け る 製 品 の 基 本 変 形 （ ε i） と し 、 こ こ で 、 数 学 モ デ ル に よ り 提 供 さ れ た デ ー
タ を 基 に 、 各 部 分 （ Ｍ i） に 対 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ 、 ４ ０ ） が 前 記 基 本 変 形 （ ε i） に
対 応 す る 金 属 の 流 動 応 力 の 予 測 可 能 な 値 （ σ Ｉ ） を 決 め 、 こ こ か ら 該 当 す る 部 分 （ Ｍ i）
に 加 え る 基 本 圧 延 荷 重 （ ｄ Ｆ i） を 演 繹 し て 、 前 記 基 本 変 形 （ ε i） を 提 供 し 、 基 本 荷 重 （
ｄ Ｆ i） を 連 続 部 分 （ Ｍ １ ， Ｍ ２ ， ...Ｍ i， ...Ｍ p） に 組 み 込 む こ と に よ っ て 、 コ ン ピ ュ
ー タ は 所 望 の 厚 さ の 縮 小 を 獲 得 す る た め に 加 え る 圧 延 荷 重 全 体 を 決 め 、 こ う し て 計 算 さ れ
た 全 体 荷 重 に つ い て 、 ロ ー ル （ １ ２ 、 １ ２ ’ ） 間 の 距 離 （ e'x） を 維 持 す る 締 め 付 け 手 段
（ １ ７ ） の 調 整 を 制 御 し 、 圧 下 部 沿 い の 金 属 の 降 状 状 態 お よ び 前 記 全 体 荷 重 か ら 生 じ る 降
状 効 果 を 考 慮 に 入 れ な が ら 、 所 望 の 厚 さ の 縮 小 （ ｅ ｘ － １ － ｅ ｘ ） を 獲 得 す る こ と が で き
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ４ 】
　 先 行 パ ス 中 の 金 属 の 微 晶 質 状 態 の 変 化 か ら 得 ら れ た 金 属 の 予 測 可 能 な 流 動 応 力 の 値 を 考
慮 し て 、 パ ス （ ｘ ） 中 に 加 え ら れ る 圧 延 荷 重 （ Ｆ ｘ ） を 決 定 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ５ 】
　 該 当 す る パ ス （ ｘ ） の 間 、 あ る パ ス か ら 次 の パ ス に わ た る 圧 下 部 に 沿 っ た 金 属 の 微 細 構
造 の 予 想 で き る 変 化 を 考 慮 す る た め 、 製 品 （ ２ ） の 厚 さ お よ び 温 度 と 前 記 パ ス （ ｘ ） に 入
る 前 の 前 進 速 度 を 含 む い く つ か の 圧 延 パ ラ メ ー タ に 関 し 、 予 め 各 パ ス ｘ に つ い て 、 圧 延 機
（ １ ） の 容 量 に 合 っ た 予 想 可 能 な 圧 延 荷 重 Ｆ ｘ を 導 く 厚 さ の 最 大 の 縮 小 値 を 計 算 し て お い
て 、 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ 、 ４ ０ ） が 反 復 し て 加 え る べ き 圧 延 ス キ ー ム を 決 定 す る こ と を 特 徴
と し 、 各 圧 延 パ ス （ ｘ ） が 厚 さ の 縮 小 （ ｅ ｘ － １ － ｅ ｘ ） を 実 施 す る 時 、 ｎ 個 の 連 続 パ ス
に お い て 厚 さ （ ｅ 0－ ｅ ｎ ） を 全 体 的 に 縮 小 で き る よ う に す る 圧 延 ス キ ー ム に 従 っ て 圧 延
操 作 が 実 施 さ れ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ６ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ ） を パ ス 中 の 、 各 々 の 瞬 間 に 用 い ら れ る 圧 延 荷 重 、 製 品 （ ２ ） の 前 進
速 度 お よ び 前 記 製 品 の 圧 延 機 （ １ ） の 入 口 お よ び 出 口 そ れ ぞ れ に お け る 温 度 を 含 む 一 組 の
圧 延 パ ラ メ ー タ の 有 効 値 の 恒 常 的 な 測 定 手 段 （ ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ ） と 組 み 合 わ せ る こ と が
で き 、 各 パ ス （ ｘ ） に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ ） が こ れ ら の 有 効 測 定 値 と 、 圧 延 ス キ ー
ム を 決 定 す る 際 に 前 記 パ ス （ ｘ ） に 対 し て 初 め に 考 え ら れ た 前 記 パ ラ メ ー タ の 値 と を 比 較
し 、 前 記 ス キ ー ム の 計 算 を 見 直 し 、 も し 必 要 な ら ば 後 に 続 く パ ス の 圧 延 ス キ ー ム に 適 応 さ
せ る た め 、 考 慮 さ れ た パ ラ メ ー タ の 修 正 率 を 加 え る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ７ 】
　 先 行 パ ス に お い て 、 ま た 該 当 す る パ ス （ ｘ ） の 圧 下 部 に 沿 っ て 、 製 品 （ ２ ） が 圧 延 ス タ
ン ド （ １ ） に 入 る 前 に 測 定 さ れ た 温 度 、 前 記 部 分 （ Ｍ i） に お け る 変 形 速 度 お よ び 圧 延 操
作 中 の 製 品 の 微 細 構 造 の 変 化 を 考 慮 し て 、 圧 下 部 （ ２ ２ ） に お け る 各 部 分 （ Ｍ i） に お け
る 流 動 応 力 の 予 測 可 能 な 値 （ σ i） が 圧 下 部 （ ２ ２ ） の 位 置 に 関 し 、 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ 、
４ ０ ） に よ っ て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 ８ 】
　 圧 延 操 作 中 の 金 属 の 微 晶 質 の 変 化 を 考 慮 す る た め 、 類 似 の 微 晶 質 挙 動 を 有 す る 金 属 系 に
有 効 な 少 な く と も １ つ の モ デ リ ン グ 方 程 式 が 、 こ の 系 の 少 な く と も １ つ の 典 型 的 な 金 属 の
試 料 片 に 実 施 し た 熱 変 形 テ ス ト を 基 に 作 成 さ れ る （ こ こ で 、 前 記 方 程 式 は 典 型 的 金 属 の 組
成 に 関 連 す る パ ラ メ ー タ 一 式 に 依 存 す る ） 、 こ う し て 作 成 し た 最 初 の 方 程 式 は 数 学 モ デ ル
に グ ラ フ ト 化 し 、 典 型 的 な 金 属 と 同 系 の 金 属 か ら 成 る 製 品 を 圧 延 す る た め 、 圧 延 す る 金 属
と 組 成 が 少 な く と も 類 似 で あ る 金 属 に 実 施 し た 変 形 テ ス ト の 結 果 に 関 す る 前 記 理 論 式 の パ
ラ メ ー タ を 修 正 し て 、 圧 延 す る 金 属 用 に モ デ ル を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
の に 記 載 の 圧 延 方 法 。
　 【 請 求 項 ９ 】
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　 モ デ リ ン グ 方 程 式 を 規 定 す る た め に 、 金 属 の 変 形 速 度 と 関 連 し 、 少 な く と も １ つ の 変 形
領 域 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） に お け る 流 動 応 力 に 関 し て ほ ぼ 線 形 に 変 化 す る 中 間 値 を 定 め 、 一 定 に 保 た
れ た 一 連 の 変 形 温 度 お よ び 速 度 に 実 施 し た 変 形 テ ス ト を 基 に 、 加 工 硬 化 曲 線 を 作 成 し 、 こ
の た め 、 前 記 中 間 値 の 変 数 は 、 前 記 変 形 領 域 （ Ｉ Ｉ ） に お い て 、 流 動 応 力 の 変 化 と 組 み 合
わ せ 、 コ ン ピ ュ ー タ （ ４ ０ ） で 積 分 し や す い 、 少 な く と も １ つ の 一 次 微 分 方 程 式 に 対 応 す
る 一 群 の 直 線 （ ６ １ 、 ６ ２ 、 、 、 ） に よ っ て ほ ぼ 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記
載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ０ 】
　 こ の よ う な 加 工 硬 化 曲 線 を 基 に 、 変 形 を 流 動 応 力 と 連 合 さ せ た 少 な く と も ２ つ の 微 分 方
程 式 を 作 成 す る こ と が で き 、 そ れ ぞ れ 第 一 方 程 式 は 線 形 で 、 解 析 積 分 に よ っ て 流 動 応 力 に
関 す る 変 化 を 表 し 、 第 二 方 程 式 は デ ジ タ ル で 積 分 し や す く 、 予 測 可 能 な 流 動 応 力 を 所 望 の
変 形 に 応 じ て 決 定 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ １ 】
　 各 試 験 に お い て 一 定 に 保 た れ た 種 々 の 温 度 お よ び 種 々 の 変 形 速 度 で 、 そ の 組 成 が 少 な く
な く と も 圧 延 す る 製 品 に 近 い 、 少 な く と も 一 種 の 金 属 の 一 連 の 試 料 に 対 し て 実 施 し た 熱 間
変 形 試 験 の 結 果 を 基 に モ デ リ ン グ 方 程 式 を 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ～ １ ０ の

一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ２ 】
　 試 料 に 実 施 し た 均 一 圧 縮 熱 間 試 験 を 基 に モ デ リ ン グ 方 程 式 を 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ １ に 記 載 の 圧 延 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ３ 】
　 モ デ リ ン グ 方 程 式 は 、 各 シ リ ー ズ に お い て 決 め ら れ た 組 成 を 有 す る 複 数 シ リ ー ズ の 金 属
試 料 に 対 し て 実 施 さ れ た の 複 数 シ リ ー ズ の 圧 延 変 形 テ ス ト を 基 に 作 成 さ れ る が 、 異 な る 初
期 粒 子 サ イ ズ の 、 モ デ ル が 修 正 さ れ る 組 成 の 領 域 に 有 意 な 金 属 を 適 用 す る た め に 異 な る シ
リ ー ズ の 組 成 が 選 択 さ れ 、 予 測 可 能 な 圧 延 条 件 を 考 慮 な が ら モ デ ル が 修 正 さ れ る 応 力 領 域
に 有 意 な 異 な る 温 度 お よ び 変 形 速 度 で 、 各 シ リ ー ズ に 対 し て 試 験 が 実 施 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ４ 】
　 最 初 に 典 型 的 な 金 属 の モ デ リ ン グ 方 程 式 を 作 成 し 、 数 学 モ デ ル に グ ラ フ ト 化 す る が 、 最
初 に 少 な く と も 一 回 の 圧 延 パ ス を 、 圧 延 す る 金 属 で で き た 少 な く と も 一 種 の 製 品 に 、 従 来
通 り 調 整 し た 少 な く と も １ つ の 圧 延 ス タ ン ド （ １ ） に お い て 実 施 し 、 パ ス そ れ ぞ れ に お い
て 、 一 方 で は 実 際 に 加 え た 圧 延 荷 重 を 、 も う 一 方 で は 、 モ デ リ ン グ 方 程 式 を 用 い て 理 論 的
に 加 え る 圧 延 荷 重 を 決 定 す る た め コ ン ピ ュ ー タ （ ４ 、 ４ ０ ） を 用 い た 圧 延 パ ラ メ ー タ を 測
定 し て 、 こ れ ら の 式 を 圧 延 す る 金 属 用 に 修 正 し 、 デ ジ タ ル 回 帰 方 法 を 用 い て 、 前 記 初 期 方
程 式 の パ ラ メ ー タ に 対 す る 修 正 を 規 定 し 、 圧 延 す る 金 属 に 特 有 の 方 程 式 を 提 供 す る こ と が
で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ～ １ ０ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ５ 】
　 そ れ ぞ れ 一 定 の 温 度 お よ び 一 定 の 速 度 で 実 施 し た 変 形 テ ス ト 結 果 を 基 に 、 線 形 で 、 変 形
速 度 と 連 係 し た 流 動 応 力 の 中 間 関 数 の 変 化 を 表 す 第 一 の モ デ リ ン グ 方 程 式 を 作 成 で き る 少
な く と も １ つ の 領 域 （ Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ ） を 決 め 、 決 め た こ と を 基 に 、 解 析 積 分 に よ っ て 、 前
記 領 域 （ Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ ） で 流 動 応 力 に 関 す る 変 化 を 表 す 第 ２ の モ デ リ ン グ 方 程 式 を 決 め 、
第 ２ の モ デ リ ン グ 方 程 式 を デ ジ タ ル 回 帰 リ バ ー ス し て 、 コ ン ピ ュ ー タ は 付 与 す る 変 形 に 関
し 、 ま た 各 パ ス に つ い て 、 ス タ ン ド の 入 口 で 圧 延 パ ラ メ ー タ を 考 慮 し な が ら 、 金 属 の 流 動
応 力 の 予 測 可 能 な 値 を 決 定 し 、 前 記 変 形 を 得 る た め に 加 え ら れ る 圧 延 荷 重 を 演 繹 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ～ １ ４ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ６ 】
　 そ れ ぞ れ 一 定 の 温 度 お よ び 一 定 の 速 度 で 実 施 し た 変 形 テ ス ト 結 果 を 基 に し

請 求 項 １ ５ に 記 載 の 圧 延 方 法 ：
（ a)　 各 温 度 Ｔ に 対 し て 、 流 れ 応 力 σ に 関 し て 焼 き 戻 し － 圧 延 速 度 θ =ｄ σ ／ ｄ ε の 変 化
の 一 連 の 代 表 曲 線 を 含 む 第 一 加 工 硬 化 曲 線 を 作 成 し 、
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（ b)　 各 曲 線 に 関 す る デ ジ タ ル デ ー タ を 変 換 し て 、 正 規 化 し た 流 動 応 力 σ *=σ ／ μ （ Ｔ ）
（ こ こ で 、 μ （ Ｔ ） は 該 当 す る 温 度 に お け る 剪 断 弾 性 係 数 で あ る ） に 関 す る 変 化 を 表 す 一
連 の 曲 線 を 含 む 第 ２ の 正 規 化 加 工 硬 化 曲 線 を 作 成 し 、
（ c)　 こ こ で 、 前 記 曲 線 は そ れ ぞ れ 、 曲 線 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ の 少 な く と も １ つ の 領 域 に 位 置 す
る ほ ぼ 直 線 的 な 部 分 を 少 な く と も 一 部 有 し 、 前 記 直 線 部 分 が 各 領 域 に お い て ほ ぼ 平 行 で あ
る 、
（ d)　 ほ ぼ 直 線 的 な 部 分 は 下 記 の よ う な タ イ プ の 第 一 方 程 式 に 従 っ て モ デ ル 化 し ：
　 ｋ σ *+ｋ ’ =２ θ *σ *=ｂ 2ｄ ρ /ｄ ε
一 方 で 中 間 変 数 と し て 、 下 記 の 転 移 密 度 ρ を 用 い 、
　 σ =μ ｂ √ ρ
（ e)　 少 な く と も 各 領 域 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ に 第 ２ モ デ リ ン グ 方 程 式 を 作 成 す る た め 、
ｘ =ｂ √ ρ =σ ／ μ =σ *お よ び ｘ ｓ =-ｋ '／ ｋ を 定 義 し 、 第 一 方 程 式 の 解 析 積 分 を 実 施 し 、
　 ε =－ ２ /ｋ ｂ 2［ Ｘ ｓ ｌ ｎ （ １ － ｘ /ｘ ｓ ） +ｘ ］ +λ
（ こ こ で 、 λ は 積 分 定 数 で あ る ）
（ f)　 そ れ ぞ れ の 領 域 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ に 、 圧 延 ス タ ン ド に 流 入 す る 際 、 金 属 の 予 測 可 能 な 温
度 お よ び 予 測 可 能 な 変 形 速 度 に 対 応 す る 第 ２ 加 工 硬 化 曲 線 の 曲 線 の 直 線 部 分 を 基 に し て 、
パ ラ メ ー タ ｋ お よ び ｋ 'を 決 め る 。
　 【 請 求 項 １ ７ 】
　 加 工 硬 化 曲 線 の 各 領 域 Ｉ Ｉ 、 Ｉ Ｉ Ｉ に お い て 、 圧 延 ス タ ン ド に 流 入 す る 際 の 金 属 の 結 晶
状 態 を 表 す 温 度 お よ び パ ラ メ ー タ を 基 に 、 デ ジ タ ル 回 帰 法 に 従 っ て 第 一 モ デ リ ン グ 方 程 式
の 係 数 ｋ お よ び ｋ 'を コ ン ピ ュ ー タ で 決 定 で き る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ８ 】
　 圧 下 部 に 沿 っ た 流 動 応 力 の 変 化 を 考 慮 す る た め 、 前 者 を そ れ ぞ れ が 基 本 変 化 （ ε ｉ ） に
対 応 す る 一 連 の 連 続 部 分 Ｍ １ ， Ｍ ２ ， ...， Ｍ ｉ ， ...Ｍ ｐ ， に 分 割 し 、 コ ン ピ ュ ー タ は 各
パ ス の 前 に 、 ス タ ン ド の 入 口 で 測 定 し た 圧 延 パ ラ メ ー タ に 関 し て 、 前 記 部 分 （ Ｍ ｉ ） そ れ
ぞ れ に お け る 予 測 可 能 な 流 動 応 力 （ σ ｉ ） を 、 第 ２ モ デ リ ン グ 方 程 式 を 基 本 変 化 （ ε ｉ ）
に 関 し て デ ジ タ ル 回 帰 リ バ ー ス に よ っ て 決 定 し 、 該 当 部 分 Ｍ ｉ に お い て 認 識 し 、 そ こ か ら
前 記 部 分 Ｍ ｉ に 加 え る 基 本 圧 延 荷 重 ｄ Ｆ ｉ が 演 繹 さ れ 、 全 体 圧 延 荷 重 は 圧 下 部 に 沿 っ た 前
記 基 本 荷 重 の 解 析 に よ り 計 算 さ れ る 請 求 項 １ ５ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ９ 】
　 圧 延 パ ラ メ ー タ が 各 圧 延 パ ス 中 に 測 定 さ れ る た め 、 コ ン ピ ュ ー タ は 、 圧 延 ス キ ー ム に よ
り 予 測 さ れ る 厚 さ の 縮 小 に つ い て 計 算 し た 全 体 圧 延 荷 重 が ユ ニ ッ ト の 容 量 に 適 し て い る か
ど う か 、 ま た 前 記 の 予 測 さ れ た 厚 さ の 縮 小 に よ っ て 前 記 容 量 を 最 適 に 使 用 す る こ と が で き
る か ど う か 検 査 す る こ と が で き 、 ま た コ ン ピ ュ ー タ で 前 記 容 量 を 検 査 し 、 必 要 な ら ば そ れ
以 降 の 圧 延 ス キ ー ム を 変 更 す る こ と も で き る 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
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